
● 期初債務者数及び債務者区分は30年4月当初時点で整理。              
● 債務者数、経営改善支援取組み先は、取引先企業（個人事業主を
含む。）であり、個人ローン、住宅ローンのみの先を含まない。

● βには、当期末の債務者区分が期初よりランクアップした先数を記載。
　 なお、経営改善支援取組み先で期中に完済した債務者はαに含
めるもののβに含めない。

● 期初の債務者区分が「うち要管理先」であった先が期末に債務者区
分が「うちその他要注意先」にランクアップした場合はβに含める。

● 期初に存在した債務者で期中に新たに「経営改善支援取組み先」に
選定した債務者については（仮に選定時の債務者区分が期初の債務
者区分と異なっていたとしても）期初の債務者区分に従って整理した。

● 期中に新たに取引を開始した取引先については本表に含めない。
● γには、期末の債務者区分が期初と変化しなかった先数を記載。
● みなし正常先については正常先の債務者数に計上した。               
● 「再生計画を策定した先数δ」＝「中小企業再生支援協議会の再
生計画策定先」＋「ＲＣＣの支援決定先」＋「金融機関独自の再
生計画策定先」

経営改善支援の取組実績
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【平成30年4月～平成31年3月】

「経営者保証に関するガイドライン」への取組み
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破 綻 先 ⑥

小計（②～⑥の計）
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　当金庫は、茨城県西地域を主な営業地域とし、地元の中小企業者や住民の皆さまが会員となって、互いに助け合い、発展し
ていくことを共通の理念とする相互扶助型の金融機関です。
　地元のお客さまからお預かりした大切な資金（預金積金）は、地元で資金を必要とするお客さまにご融資をすることによ
り、事業の発展や豊かな生活を送るためのお手伝いをさせていただいております。
　また、当金庫も地域社会の一員として、地元の中小企業者や住民の皆さまと幅広いネットワークを形成し、地域経済の持
続的発展に努めております。そして、金融機能の提供にとどまらず、文化、環境、教育など様々な分野で、地域社会の活性化に
積極的に取組んでおります。今後ともこうした取組みを更に強化することにより、地域の持続的発展のお手伝いをさせてい
ただきたいと考えております。

　当金庫は、昨年１１月よりウィンターキャンペーンの取扱を実施した際、従
来の預金金利の上乗せと併せて、新たな取組みとして地域経済の活性化を
図るため、地元企業から懸賞品を購入（結城紬の印鑑入れ・名刺入れ・ペン
ケース）し、抽選で当選された２００名の方々に贈呈させて頂きました。今後
も地域創生の一環として、地域の地場産業の情報発信に取組むことで、地
域経済の活性化を図って参ります。

地域活性化のための取組状況

中小企業の経営支援に関する取組方針

　当金庫は、地域金融機関として、地域の皆さまにきめ細かなサービスを提供し、必要な資金を安定的に供給しております。また、
必要に応じ経営改善に向けた支援を積極的に行うことにより、地域経済の活性化を実践することが社会的使命と考えておりま
す。今後とも、お客さまから貸出条件変更の申出があった場合には、真摯に受け止め、お客さまが抱えている課題を十分に把握
し、その課題解決に向け取組んでまいります。

　当金庫は、地域金融機関として、地域への安定した資金供給を社会的使命と考え、また、サポートが必要なお客さまには経営改善
支援を積極的に推進し、地域金融の円滑化に取組んでまいりました。
　現下の厳しい経済金融情勢にあって、地域に密着した当金庫の役割が一層重要になっていると考え、中小企業や個人事業主のお
客さま及び住宅資金をご利用のお客さまからの資金繰り、ご返済に関するご相談に対して、きめ細かな対応を行っています。

　当金庫では、「経営者保証に関するガイドライン」の趣旨や内容を十分に
踏まえ、お客さまからお借入や保証債務整理の相談を受けた際に真摯に対
応するための態勢を整備しています。
　また、経営者保証の必要性については、お客さまとの丁寧な対話により、
法人と経営者の関係性や財務状況等を把握し、同ガイドラインの記載内容
を踏まえて十分に検討するなど、適切な対応に努めます。

中小企業の経営支援に関する態勢整備の状況

　当金庫は、上記基本方針を適切に実施するため、お取引先中小企業（小規模事業所を含む）の実態把握を行い、経営支援に積
極的に関与することにより、お取引先の経営改善並びに地域経済の活性化を目的に、支援業務の推進態勢強化を図りました。さ
らに、茨城県中小企業再生支援協議会、茨城県中小企業振興公社、保証協会、地域の商工会・商工会議所、税理士等との連携を
強化し、お取引先に最も有効的な支援態勢・連携構築を図っています。

中小企業の経営支援に関する取組状況

●創業・新規事業開拓の支援
　・創業者支援融資
地域活性化の柱となる新しい事業を育てるために、創業を目指している個人・法人や既存の事業者の新分野進出に対し、資
金の面でサポートを行っております。新規事業の立ち上げを支援することにより、地域経済の発展に寄与することを目的と
した“創業者支援融資「洋々」”の取扱いをするなど、融資や本業支援等を通して、地方創生への貢献に取組んでおります。

●成長段階における支援
　・課題解決型金融を実践するための外部機関との連携支援
　　地域プラットホームを活用した専門家派遣による経営支援を行っております。　　　　
　・ビジネス機会の創出と販路拡大支援
　　ビジネスマッチングへの参加としんきんビジネスフェアの開催
　　しののめ信用金庫との共催により「第 6回フードビジネス個別商談会」の開催、
　　水戸信用金庫との共同主催により「しんきんビジネスフェア２０１8」を開催しました。

　・事業再生・業種転換等の支援
取引先企業76先を対象に、企業再生支援に取組みました。また、茨城県中小企業再生支援協議会を通じた、取引先の企
業再生が46先成立しました。

　当金庫では、お客さまからお預かりした資金の一部を有価証券等で運用しております。
　厳格な基準・細則に基づき、安全性や収益性に留意し、債券を中心とした運用を行っております。

貸出金以外の運用に関する事項

有価証券残高 ： 138,693百万円
預金積金に占める有価証券の割合 ： 38.09％

　お客さまからお預かりした預金積金は、地元のお客さまに円滑な資金供給
を行うことにより、地域社会の発展のお手伝いをさせていただいております。 
　地元事業者の皆さまや個人のお客さまの資金ニーズにお応えするため
積極的に新商品の開発に取組んでおります。

貸出金に関する事項 （地域への資金供給の状況） 貸出金に関する事項

貸出金残高
事業者
個人
地方公共団体
設備資金
運転資金
消費者ローン
住宅ローン

138,569百万円
89,783百万円
45,283百万円
3,502百万円
66,020百万円
72,549百万円
8,534百万円
35,242百万円

貸出金残高 ： 138,569百万円
預金積金に占める貸出金の割合 ： 38.05％

【個人預金残高】 （単位：百万円）

平成29年度 平成30年度
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313,340 316,420　当金庫では、地域のお客さまの着実な資産づくりのお手伝いをするた
めに、お客さまのニーズに応じて様々な預金商品を取扱っております。
　平成30年度は、個人・法人のお客さまとも増加しました。

預金に関する事項 （地域からの資金調達の状況）

預金積金残高 ： 364,085百万円

フードビジネス個別商談会
しんきんビジネスフェア2018

3社
 33社

参加取引先企業
◎参加状況

新規に無保証で融資した件数

新規融資に占める経営者保証に依存しない融資の割合

保証契約を解除した件数

経営者保証に関するガイドラインに基づく保証債務整理の成立件数
(当金庫をメイン金融機関として実施したものに限る)

329件

3.97%

3 件

0件

平成30年度

地域のお客さま・
会員の皆さま
会員数 ： 38,386人

預金積金
預金積金残高
364,085百万円

出資金
出資金残高
1,946百万円

支援サービス
貸出金

貸出金残高
138,569百万円

平成31年3月31日現在

結城信用金庫
常勤役職員数
店舗数
自己資本比率

278人
24店舗
12.62％

：
：
：

中小企業における経営改善のための取組状況 地域活性化のための取組状況



　平成30年3月に『お客さま本位の業務運営にかかる基本方針』を策定・公表し、お客さまの最善の利益の追求と家計の長
期・安定的な資産形成のサポートに取組みました。平成31年3月末時点の共通KPI（成果指標）は次の通りです。

成果指標・KPIの取組みについて

（1）投資信託の運用損益別お客さま比率の状況
　平成31年3月末現在、当金庫で投資信託を保有するお客さまのうち、受取配当金を含む運用損益がプラスのお客
さまの比率は81.2％となっております。

（2）投資信託預かり残高上位20銘柄のリスク・リターン、コスト・リターン（設定後5年以上）
　設定後5年以上の投資信託のリスク対比のリターン、コスト対比のリターンは下表の通りです。お客さまが保有さ
れている投資信託の平均値は、リターンが5.78％、コスト1.55％、リスクが8.65％となっております。

○リスク・リターン表 ○コスト・リターン表

［エコキャップ運動の推進］
　平成22年４月より、エコキャップ回収運動“キャップで、ワクチン”を全店で実施しています。地域の皆様にも呼
びかけた運動を展開し、発展途上国の子供たちにワクチンを送るとともに、ＣＯ2発生抑制に寄与しています。
　平成31年４月末で、7,775千個の回収があり、ワクチン換算9,720人分、CO2換算61,234㎏相当の実績となって
います。

　経営者としての素養、見識を探求するとともに、会員相互の啓発、異業種間の交流と新たな事業展開の発展向上を図るこ
とを目的とした“結信ビジネスクラブ”を平成16年に設立し、現在230先の事業所会員で活動しています。

　店舗所在地の地元のお祭りや商工祭り等のイベントに積極的に参加・協力し、地域の皆さまと交流を深め、地域文化の
発展に貢献しています。

［地域交流活動］

平成30年度の活動状況

30/6/12
　　講演会

30/10/11･18
　　視察研修

31/2/19
　　講演会

講師：角井 亮一氏
演題：「アマゾンと物流大戦争～企業経営への脅威～」
参加企業57社・参加人数83人

視察先：「明治の館でのフルコースと日光方面視察」
参加企業43社・参加人数72人

講師：松井国税実査官（関東信越国税局課税第二部消費税課）
演題：「消費税の軽減税率制度について」
参加企業45社・参加人数81人

結信ビジネスクラブの運営

　結城信用金庫杯少年サッカー大会や結城信用金庫県西地区ゲートボール大会を主催するほか、北関東中学校野球大会等
のスポーツ大会の協賛をしています。

［スポーツへの協賛］

　当金庫では、金融教育を通して、将来の地域経済を担う子供たちが必要な金融知識を身に付けしっかりとした金銭感
覚を養ってもらうことを目的として、小学生向けの出前金融教室の開催と、中学生を対象とした職場体験を実施しまし
た。また、金融経済教育として「夏休み親子でお金の大切さを学ぼう」を結城市民情報センターにて実施しました。

［金融教育の実施］

　6月15日の信用金庫の日にちなんで、献血、清掃活動、募金などの地域貢献活動に取組んでいます。
［ボランティア活動］

坂東市へ車いすを寄贈

コストリスク

リ 

タ 

ー 

ン

リ 

タ 

ー 

ン

リスク残高加重平均値
（◆）

リターン
8.65% 5.78%

コスト残高加重平均値
（◆）

リターン
1.55% 5.78%

文化的・社会的貢献に関する事項

0.0%0.0% 0.1%0.1% 1.7%1.7%

17.0%17.0%

39.4%39.4%

28.5%28.5%

12.4%12.4%

0.9%0.9%
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お客さま本位の業務運営の取組状況

環境保全への取組み


